
1 

 

令和７年度第４回経営会議 会議概要 

 

１ 開催日時 

令和８年３月 26日（木） 15：00～16：40 

 

２ 場  所 

本部棟３階 大会議室 

 

３ 出 席 者 （委員 12名中 11名出席） 

学外委員：木村委員、菅原委員、谷藤委員、浅沼委員、中田委員、大矢委員 

（欠席：谷村委員） 

学内委員：石堂委員、鈴木厚人委員、鈴木俊昭委員、亀田委員、高橋委員 

その他、理事、各本部長、各学部長、各室長及び関係職員が出席 

 

４ 審議事項及び審議結果 

(1) 公立大学法人岩手県立大学令和８年度計画（案）及び予算（案）について 

令和８年度計画案及び予算案について、計画案を亀田委員から、予算案を鈴木俊昭委員

から説明し、質疑を経て、原案のとおり承認された。 

また、第３回経営会議で承認された第四期中期計画の変更について、認可の見込みにつ

いて説明がなされた。 

(2) 「岩手県立大学ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン推進基本指針」の改訂

（Version３）について 

推進基本指針の改訂について、事務局から説明し、質疑を経て、原案のとおり承認さ

れた。 

(3) 公立大学法人岩手県立大学事務局職員定数管理計画の改正について 

上記計画案の改正について、事務局から説明し、質疑を経て、原案のとおり承認された。 

(4) 組織改編等に伴う関係規則等の一部改正について 

上記規則等の改正について、事務局から説明し、質疑を経て、原案のとおり承認された。 

 

５ その他 

(1) 令和７年度岩手県立大学の就職内定状況（２月末現在）について 

   事務局から資料に基づき説明した。 

 (2) 令和７年度内部監査の結果概要及び対応について 

     事務局から資料に基づき説明した。 

(3) 学長選考基準及び学長選考関係規程の改正について  

  事務局から資料に基づき説明した。 

(4) 令和８年度の法人役員体制について 

   事務局から資料に基づき説明した。 
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(5) 令和８年度岩手県立大学等幹部教員について 

   事務局から資料に基づき説明した。 

(6) その他 

   特になし。 

 

６ 意見・質問に対する回答等 

学外委員の意見・質問等に対する学内委員及び事務局等の回答等は、次のとおり。 

 

 ウェブサイトについて（審議事項（1）関連） 

研究及び地域・国際貢献分野における Web ページの作成と、法人経営分野の公式ウェブ

サイトのリニューアルの実施の関連性について質問がなされた。 

これに対して、研究研究及び地域・国際貢献分野における Webページの作成については、

教員の研究等についてデータベース化し公開するものであり、一方、法人経営分野の公式

ウェブサイトのリニューアルについては、ウェブアクセシビリティ方針に基づく、大学や

学部のウェブサイトの更新である旨、回答がなされた。 

 

 外部資金の増減について（審議事項（1）関連） 

外部資金に係る令和８年度の予算見込みが 45％減となっていることについて、質問がな

された。 

これに対して、大型の研究費が令和７年度で終了するものがあること、一方、例年、年

度途中に外部資金の獲得するものがあることから、結果的には、大きな減収にならない見

込みである旨、回答がなされた。 

 

 人件費関係について（審議事項（1）関連） 

県の財源縮減などの影響による教職員の人件費に関連し、職員数について質問がなされ

た。 

これに対して、第四期中期計画期間の６年間（令和 10年度まで）は、現行の定数管理計

画に基づくことになっていることから、現状が維持される見込みである旨、回答がなされ

た。 

 

 障がい者の法定雇用率に対する雇用状況について（審議事項（2）関連） 

本法人の障がい者の法定雇用率の状況について質問がなされた。 

これに対して、本法人においては、障がい者の法定雇用率を満たしている旨、回答がな

された。 

 

 公立大学法人岩手県立大学事務局職員定数管理計画について（審議事項（3）関連） 

公立大学法人岩手県立大学事務局職員定数管理計画における増員となる職員の役割につ

いて質問がなされた。 

これに対して、地域連携に関連し、県、地域、自治体、企業などのパイプの強化の役割
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を担う予定である旨、回答がなされた。 

 

 県内への就職内定率について（その他（1）関連） 

前年度と比較し、県内就職内定率が減となっていることについて、質問がなされた。 

これに対して、県外企業等の求人の伸びが県内企業等の求人を大幅に上回っていること

や、前年度と比較し、卒業生の県内出身者の割合が少なかったことなどが要因ではないか

と分析している旨、回答がなされた。 

また、本学で実施している県内への就職内定率向上の取組について、学生の県内への就

職内定へと結びつくよう、さらに努力していく旨、説明がなされた。 

 

 ソフトウェア情報学部の就職内定状況について（その他（1）関連） 

アメリカにおける生成ＡＩの普及によるリストラに関連し、就職内定状況において、

それらの影響の有無について質問がなされた。 

これに対して、アメリカとの雇用体系の違いなどから、現時点ではそこまでの影響

は起きていないと思われるが、国内における影響を見込み、状況把握等に努めていき

たい旨、回答がなされた。 

 

以上 


